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人　口7,610人（前月比 －5）
〈男3,710人　女3,900人〉

世帯数2,750戸（前月比 －4）
出生数6人 （男2・女4）
死亡数8人 （男4・女4）

6月1日の人口動態

１日

２日
５日
６日
７日

８日
１０日
１１日
１４日

１５日
２０日

２１日
２２日
２３日
２５日
２９日
３０日

童謡の日

半夏生
はんげしょう

※／うどんの日
協同組合の国際デー※
公認会計士の日
小暑※／七夕／
乾めんの日／
ポニーテールの日
質屋の日
納豆の日
世界人口デー
検疫記念日

盂蘭
う ら

盆会
ぼ ん え

夏の土用の入り※／
ファクシミリ記念日
海の日※
げたの日
大暑※／ふみの日
夏氷の日
アマチュア無線の日
プロレス記念日

※印は年によって変わります。

広　報

内浦湾に臨むハマヒルガオ
（2003年5月撮影）
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鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合合合合
併併併併
だだだだ
よよよよ
りりりり

天津小湊町と鴨川市の合併に向け
合併協議会設置へ！
６月１０日（火）に開かれた町議会臨時議会にて、「鴨川市・天津小湊町合併協議会の設

置」議案が審議され可決されました。

また鴨川市においても、６月１２日（木）の定例市議会にて同様に可決されました。

このことにより７月１日（火）に「鴨川市・天津小湊町合併協議会」が設置されることに

なり、さらに７月７日（月）、第１回合併協議会が開かれることとなりました。

合併協議会の委員は両市町の首長、議会議長、議員の代表、学識経験者、助役、収入役で、

計２５名の皆さんで構成されます。

平成１４年３月２５日、県より「合併重点支援地域」の指定を受けて以来、「安房地域市町村任意協議会」が平成１５年１月

までの間、８回開催され、その結果として安房地域の一本化を断念せざるを得なくなりました。

このことを受けて、ただちに町議会において、平成１５年１月「合併研究会」（久野國松委員長）が発足するなどして鴨川市

との合併に関する検討が始まりました。その後の動向は次のとおりです（ここまでの経過は町広報誌平成１５年４月号にて詳

細報告済み）。

Ｈ１５.１.１４ 第１回鴨川市・天津小湊町議会合併研究会開催（Ｈ１５．１．２９同第２回、Ｈ１５．２．２６同第３回開

催）

Ｈ１５.３.３／５ 住民説明会開催（中央公民館および町コミュニティセンターで行い、安房１本化の断念・今後の方向につい

て説明）

Ｈ１５.４.１６ 町議会議長より町長に対し、鴨川市との合併実施に向けての建議書を提出（鴨川市においてはＨ１５．４．

９市議会議長から市長に対し同様に提出されている）

Ｈ１５.４.１７ 町内会長連絡会開催（鴨川市との合併について報告）

Ｈ１５.５.８ 鴨川市・天津小湊町合併協議会設置準備会発足

Ｈ１５.６.２４ 鴨川市・天津小湊町合併協議会設置に関する調印式

Ｈ１５.７.１ 鴨川市・天津小湊町合併協議会設置（設置に向けての両市町議会での可決を受け、いわゆる“法定協”の設

置となり、今後具体化に向けてのスタートとなる）

○これまでの主な配布資料
・「市町村合併ってなんだろう」（Ｈ１４．２　全世帯配布・県発行）
・市町村合併・未来のふるさとみんなで考えタイ（Ｈ１４．６　全世帯配布・町発行）
・安房地域市町村合併任意協議会だより（第１号　Ｈ１４．１１　第２号　Ｈ１４．１２　全世帯配布）
・町広報誌に合併特集掲載（Ｈ１５．４月号・７月号）

■合併についてこれまでの主なあゆみ
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■これからの動きは・・・

鴨川市・天津小湊町合併協議会設置

鴨川市議会・天津小湊町議会の議決

県に申請 県議会の議決 総務大臣の告示 新市発足

・協議会における検討

・事務事業調整、新市計画策定（専門部会・地区別懇談会・分野別等

での住民参加）

・住民説明会

・両首長による合併協定書調印

Ｈ１５．７．１設置

●６月２４日 調印式にて

Ｈ１７．３．３１期限

Ａ　基本的な協議項目
１．合併の方式

２．合併の期日

３．新市の名称

４．新市の事務所の位置

Ｂ　合併法に規定されている協議事項
５．財産の取り扱い

６．議会の議員の定数及び任期の取扱い

７．農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い

８．地方税の取扱い

９．一般職の職員の身分の取扱い

10．新市建設計画

Ｃ　その他必要な協議事項
1．特別職の職員の身分の取扱い

12．条例、規則等の取扱い

13．組織及び機構の取扱い

14．一部事務組合等の取扱い

15．使用料、手数料等取扱い

16．公共的団体等の取扱い

17．補助金、交付金等取扱い

18．行政連絡機構の取扱い

19．町名・字名の取扱い

20．慣行の取扱い

21．上下水道事業の取扱い

22．国民健康保険事業の取扱い

23．介護保険事業の取扱い

24．消防団の取扱い

25．各種事務事業の取扱い

■合併協議会では次のこと（事務事業調整）が協議・検討されます。

○事務事業調整（Ｈ１５．５現在）は・・・
①総規（市町制、区域、公告、表彰など）

②議会・選挙・監査　　　　　　　　　　　　　　

③行政通則（組織、文書、広報、情報など）

④人事（定数、分限、懲戒服務など）

⑤給与（報酬、費用弁償、給料、諸手当、旅費など）

⑥財務（予算、会計、契約、財産、税など）

⑦教育（教育委員会、社会教育など）

⑧厚生（福祉施設、児童福祉、高齢者福祉、国保など）

⑨農業（農林、水産、商工・観光など）

⑩建設（土木、建築・住宅、都市計画、河川など）

⑪防災（災害対策、消防、交通・防犯など）

⑫公営企業（水道事業など）

⑬雑則（事務委託、一部事務組合、財産区など）

⑭その他（市町長、助役、各種団体など）

○新市建設計画とは・・・（左記№１０）
合併を考えていくためには、「合併したら新市がどのようなまち

づくりを行っていくか」を検討していく必要があります。

このため、合併特例法第３条では、合併協議会において「合併

市町村の建設に関する基本的な計画の作成」を行うと定められて

います。新市建設計画とはいわば新市のまちづくり計画ともいえ

るものです。合併後、おおむね１０年の期間について、新しいま

ちづくりの基本方針や施策を盛り込んだ「新市建設計画」を作成

することになります。

（ ３４項目）

（１２９項目）

（２４５項目）

（ ９２項目）

（ ９３項目）

（３３７項目）

（４２３項目）

（５１２項目）

（２０１項目）

（２３６項目）

（ ９５項目）

（３２８項目）

（ １５項目）

（１０１項目）

／２８４１項目
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建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
る
白
地
地
域
の

建
築
形
態
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

平
成
13
年
５
月
18
日
に
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
を
定

め
な
い
区
域
（
白
地
地
域
と
い
い
ま
す
）
に
お
い
て
、
建
築
形
態
の

規
制
を
平
成
16
年
５
月
17
日
ま
で
に
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
白
地
地
域
（
本
町
の
全
域
に
な
り
ま
す
）

に
お
い
て
は
、
容
積
率
４
０
０
％
、
建
ぺ
い
率
70
％

と
い
う
「
全
国
で
一
律
の
規
制
」
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
地
区
に
よ
っ
て
は
、
低
密
度
な
土
地

利
用
が
相
当
進
ん
で
お
り
、
い
っ
た
ん
高
容
積
の
土

地
利
用
が
図
ら
れ
た
場
合
、
日
照
な
ど
の
問
題
が
生

じ
る
た
め
、
必
ず
し
も
地
区
の
土
地
利
用
の
実
情
に

合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
た
め
今
回
の
建
築
基
準
法
の
改
正
で
は
、
全

国
一
律
に
規
制
さ
れ
て
き
た
容
積
率
や
建
ぺ
い
率
、

建
築
物
の
高
さ
の
制
限
を
、
地
区
の
土
地
利
用
の
状

況
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
仕
組
み
に
見
直
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
現
在
町
で
は
、
町
の
土
地
利
用
状
況
に

合
っ
た
建
築
形
態
の
見
直
し
を
行
い
、
案
を
県
へ
提

出
し
ま
し
た
。

今
後
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会
で
町
の
案
が
承
認

さ
れ
れ
ば
、
平
成
16
年
５
月
か
ら
、
新
た
な
建
築
形

態
の
規
制
が
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ

町
産
業
建
設
課
（
�
９
４
�
０
５
１
１
）

12 3

4

5

�
県一般基準地区
建ぺい率　60％
容積率　 200％

12 3

4

5

�建ぺい率　70％容積率　 200％

町特殊基準地区

建ぺい率　70％
容積率　 400％

１．ダイヤパレス
２．町商工会館
３．小湊シーサイドハイツ
４．小湊ホテル三日月
５．旅館あさひや～はまみや

千
葉
県
緑
化

功
労
賞
受
賞

５
月
18
日
（
日
）、
木
更
津
市
か

ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
で
第
54

回
全
国
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
の
席
上
で
、
深
井
ス

ズ
エ
さ
ん
（
新
町
）
が
長
年
の
森

林
保
全
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県

緑
化
功
労
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
か
ら
の
お
知
ら
せ

母子家庭・父子家庭等医療費等助成制度について

「標準負担額減額認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」の
更新の時期です。
入院時の食事代にかかる費用の一部を標準負担額として負担していただくことになってい

ますが、住民税非課税世帯などの人は、申請により認定されると「標準負担額減額認定証」

が交付され、自己負担額が少なくて済むようになっています。

また、国民健康保険で高齢受給者証を持っている人、老人保健の医療受給者証を持ってい

る人で、同じく住民税非課税世帯などの人には、申請により認定されると「限度額適用・標

準負担額減額認定証」が交付され、同じように標準負担額が減額となり、入院時の一部負担

金が限度額までの負担で済むようになります。

※１　同一世帯に一定の所得以上（課税所得が１２４万円以上）の７０歳以上の人または老人保健対象者がいる人。ただし７０歳以上の人および老人

保健対象者の収入の合計が一定額未満（７０歳以上の人が１人の世帯の場合：年収４５０万円未満、７０歳以上の人および老人保健対象者が２人以上

の世帯の場合：年収６３７万円未満）である旨申請があった場合を除きます。

※2 同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税の人

※3 住民税非課税の世帯で､世帯員の所得が一定基準に満たない人

※4 [  ]内の金額は､年4回以上高額医療費を受けた場合の4回目以降の患者負担限度額です

※　人工透析を行っている慢性腎不全､血友病などの患者負担限度額は10,000円となります

申請は町保健環境課で受付けています。
現在認定証を使用中の人で、引き続き申請をしたい人は７月末日が有効期限となっていますので、それまでに改めて申請の手
続きをしてください。

●問合せ／町保健環境課（�９４－０５１１）

この制度は、母子家庭の母およびその児童、父子家庭の父およびその児童などに対し、医療費・調剤費および証明手
数料の一部について助成金を支給することによって、母子家庭・父子家庭などの福祉の向上を図るものです。受給の要
件として所得制限などがありますが、該当すると思われる人は町住民福祉課または地区の母子福祉推進員にご相談くだ
さい。
※ここでいう児童とは、１８歳に達する日以後の３月３１日までの間にある者、または２０歳未満の者で、規則で定める程度の障害の状態にあ

る者をいいます。

●問合せ／町住民福祉課（�９４－０５１１）

●入院時食事療養費負担額 

●入院時一部負担金自己負担限度額（７０歳以上の人） 

住民税非課税世帯のうち 
高齢者の区分�の人 

住民税非課税世帯 
（高齢者の方では区分�） 

一般 １日７８０円 

  １日６５０円  ／  １日５００円 
(９０日以内の入院)      (９０日を超す入院)

１日３００円 

区分 �世帯単位で入院と外来があった場合は 
合算します �外来の場合（個人ごとに計算） 

４０，２００円 

２４，６００円 

１５，０００円 

１２，０００円 

８，０００円 

４２，０００円 ７２，３００円＋（かかった医療費－３６１，５００円） 
×１％〔４０，２００円〕※４ 

一定以上所得者※１ 

住民税非課税�※２ 

住民税非課税�※３ 

一般 
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平成13年の夏に本町のALT（外国語指導助手）として着任したタラロク・モニカさんが、2

年間の任期を終えハワイに帰国することとなりました。

町内の中学校での英語授業や小学校での国際理解教育、また公民館講座での英会話教室など

の語学指導を始め、町のイベントなどにも意欲的に参加し町民のみなさんとの交流を深めてき

ました。

モニカさんの愛嬌いっぱいの爽やかな笑顔に魅了された子どもたちも多く、「モニカ先生帰ら

ないで！」と帰国を惜しむ声が聞こえてきます。

そんなモニカさんから町民の皆さまへメッセージが届きましたので紹介します。

～お別れの言葉～

『天津小湊町に来て早や2年が過ぎようとしてい

ることが信じられません。

ここでの年月は素晴らしい経験でした。穏や

かな気候、おいしく新鮮な海産物、静穏な太平

洋、美しい山々たちが私を支え、この町を第二

のふるさとのように思わせてくれました。最も

価値ある経験は、生徒たちや先生たち、関係の

あった職場の方々や町民の皆さんと共に過ごし

た時間です。私は皆さんと笑いあったり学びあ

ったりと楽しく過ごしました。私がこの町で過

ごした間に、皆さんにとって外国人や外国語が

より身近なものとなっていることを期待します。

そして次のALTが、この町の友好的で、親切

にもてなしてくれ、寛大な町の皆さんと過ごす

ことのできる、この海辺の楽園（＝天津小湊町）

へ来られたことを幸運に思うことと確信してい

ます。』

アロハ　オエ・・・（さようなら）

モニカ・レイ・タラロク

５
月
７
日
（
水
）、
15
年
度
の
町

体
育
協
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
の
改
選
の
年
で
あ

り
、
決
定
し
た
54
名
の
新
役
員
体

制
（
寺
尾
忠
行
会
長
）
に
よ
り
、

町
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
拡
充
と

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
増
進

を
図
り
、
活
発
な
体
育
協
会
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
平
成
15
・
16
年
度
理
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り

○
会
長
／
寺
尾
忠
行
○
副
会
長
／

鬼
澤
篤
・
荻
野
泰
継
○
理
事
長
／

田
中
松
巨
○
副
理
事
長
／
今
井
賢

○
理
事
／
今
井
源
親
・
大
藤
守

紀
・
長
谷
川
仁
・
斎
藤
　
衛
・
金

高
信
一
・
栗
本
昭
・
唐
鎌
十
三

男
・
西
川
昌
興
・
平
野
智
靖
・
小

澤
謙
多
郎
・
花
野
貞
之
・
田
中
忍

町
体
育
協
会

新
役
員
決
ま
る

日時 

場所　地域福祉センター 

　7月12日（土） 
　午後 1  時30分 
　　　　　～3時 
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デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
運
行

規
制
が
始
ま
り
ま
す

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
排
出
ガ

ス
に
含
ま
れ
る
粒
子
状
物
質
の
健

康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

県
で
は
条
例
で
、
今
年
10
月
１
日

か
ら
粒
子
状
物
質
の
排
出
基
準
を

満
た
さ
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車

※
（
乗
用
車
を
除
く
）
の
運
行
を

禁
止
し
ま
す
。
運
行
す
る
場
合
に

は
、
排
出
基
準
に
適
合
す
る
よ
う

知
事
が
指
定
し
た
粒
子
状
物
質
減

少
装
置
の
装
着
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
新
車
登
録
か
ら
７

年
間
は
規
制
の
適
用
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、「
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ

法
」
の
対
策
地
域
外
（
本
町
が
含

ま
れ
ま
す
）
の
み
を
運
行
す
る
車

は
届
出
な
ど
に
よ
り
新
車
登
録
か

ら
12
年
間
は
規
制
の
適
用
が
猶
予

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
自

動
車
の
運
転
者
に
は
駐
停
車
時
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
が
義
務

付
け
ら
れ
、
自
動
車
を
30
台
以
上

使
用
す
る
事
業
者
に
は
自
動
車
環

境
管
理
計
画
書
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

※
車
検
証
に
記
載
さ
れ
た
型
式
の

識
別
記
号
が
Ｋ，

Ｎ，

Ｐ，

Ｓ，

Ｕ，

Ｗ，

KA，

KB，

KC
な
ど
の
貨

物
自
動
車
、
バ
ス
な
ど

●
「
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
」

の
対
策
地
域
外
の
み
を
運
行
す
る

車
を
持
っ
て
い
る
人
は
・
・
・
／

８
月
８
日
（
金
）
12
時
30
分
〜
15

時
30
分
ま
で
の
間
、
役
場
２
階
会

議
室
で
届
出
の
受
付
と
説
明
を
行

い
ま
す
。（
届
出
を
す
る
場
合
は
、

印
鑑
と
車
検
証
の
写
し
が
必
要
で

す
。）

●
問
合
せ
／
県
庁
大
気
保
全
課

�
０
４
３
（
２
２
３
）
３
８
１
０

自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
な
ど
に

係
わ
る
説
明
会
に
つ
い
て

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
っ
て
な
に
？

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
て
住
み
や
す
い
住
環
境
を
提
案
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

医
療
・
福
祉
・
建
築
に
つ
い
て
体
系
的
で
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
各
種
の
専
門
家
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
相

談
者
に
適
切
な
住
宅
改
修
プ
ラ
ン
の
提
示
を
し
た
り
、
福
祉
用
具
や
諸
施
策
情
報
な
ど
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。

●
主
な
仕
事

・
介
護
保
険
制
度
下
で
の
住
宅
改
修
に
係
わ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

・
福
祉
施
策
、
福
祉
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
提
供

・
福
祉
用
具
、
介
護
用
品
か
ら
家
具
ま
で
の
選
択
と
利
用
法
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
住
宅
へ
の
新
築
、
建
て
替
え
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

●
教
え
て
く
だ
さ
い
！

町
在
住
ま
た
は
就
労
し
て
い
て
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
町
住
民
福
祉

課
介
護
保
険
係
（
�
９
４
―
０
５
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
（
20
歳
前
の
障
害
な
ど
）
を
受
け
て
い
る
人
へ

現
況
届
は
７
月
31
日
ま
で
に

毎
年
７
月
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
次
の
人
た
ち
が
現
況
届
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。

○
20
歳
前
に
初
診
の
あ
る
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人

○
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
た
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人

こ
の
届
け
は
、
あ
な
た
や
ご
家
族
の
状
態
に
変
化
が
な
い
か
確
か
め
て
、
引
き
続
き
年
金
を
支
給
す
べ
き
か
ど
う

か
を
決
定
す
る
、
年
に
一
度
の
大
切
な
も
の
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
６
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
正
し
く
ご
記
入
の
う
え
、
７
月
末
日
ま
で
に
、
町
の
国
民

年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
１
年
未
満
の
人
や
、
他
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ
り

引
き
続
き
障
害
基
礎
年
金
の
支
払
い
が
全
額
停
止
と
な
る
人
は
、
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
こ
の
ほ
か
の
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
は
、「
誕
生
月
の
末
日
」
が
現
況
届
を
提
出
す
る
期
限
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

町
住
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
係
（
�
９
４
―
０
５
１
１
）
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子
ど
も
は
、
友
達
と
遊
び
な
が
ら
育
つ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
最
近
は
兄

弟
や
隣
近
所
の
友
達
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
所
で
は
、
大
勢

の
友
達
が
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
の
で
、
同
じ
年
齢
の
仲
間
と
集
団
生

活
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
友
達
の
ほ
し
い
お
子
さ
ん

○
　
育
児
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
お
母
さ
ん

○
　
転
居
な
ど
で
友
達
の
で
き
な
い
お
母
さ
ん

○
　
お
母
さ
ん
同
志
が
友
達
を
つ
く
る
場
に
！

○
　
お
孫
さ
ん
を
預
か
る
人
も
ど
う
ぞ
！

保
育
士
・
保
健
師
が
子
育
て
の
悩
み
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
初

め
て
の
人
も
、
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

月 

8月 

10月 

11月 

12月 

1月 

夕涼み会  

園内運動会 

保育所で遊ぼう 

クリスマス 

保育所で遊ぼう 

６日（水） 

２３日（木） 

２０日（木） 

２５日（木） 

２２日（木） 

６日（水） 

２２日（水） 

２１日（金） 

１９日（金） 

２３日（金） 

６日（水） 

２２日（水） 

２１日（金） 

１９日（金） 

２３日（金） 

内容 
場所 ひかり 

95-2537
天津 

94-0380
天津分所 
94-0583

　５月８日（木）に、設立総会が開かれ、町民の有志による鯛のま

ちボランティアガイド協会が誕生しました。 

　約１年半にわたり、講座や研修を重ねた皆さんが、町を訪れる

皆さんをもてなそうと、町内の観光スポットなどのガイドを行う組

織です。すでに、案内の予約を受付ています。 

　１週間前の予約が必要ですが、無料です。 
　誕生寺の境内を散策するコース・清澄寺の境内を散策するコ

ース・天津の町並と海岸を歩くコースなど、ご希望に応じて、皆さ

まをご案内します。 

　 　あなたの知らない発見があるかもしれません。親戚の帰郷の時、知り合いの来遊の時など、ぜひご利用ください。 

●詳しくは・・・鯛のまちボランティアガイド協会　（町商工会館１Ｆ） 

　　　　　　�０４７０（９９）６１３３　�０４７０（９９）６２０５ 

　また、鯛のまちボランティアガイド協会では、協会の活動を支援してくださる賛助会員の皆さんを募集しています（企業

１口５，０００円／年、個人１口３，０００円／年）。ご協力くださる方は、上記連絡先までお願いいたします。　 

観光ガイド 

鯛の浦遊覧船浦遊覧船 鯛の浦遊覧船 
天津漁港天津漁港 天津漁港 

清澄寺清澄寺 清澄寺 
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７
日
（
水
）
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
全
国
協
議
会
理
事
会
出
席

福
田
官
房
長
官
主
催
21
世
紀
フ

ォ
ー
ラ
ム
出
席

８
日
（
木
）
第
１
回
「
鴨
川
市
・

天
津
小
湊
町
合
併
協
議
会
設
置
準

備
会
」
出
席

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
設
立

総
会
お
よ
び
祝
賀
会
出
席

９
日
（
金
）
鴨
川
警
察
署
管
内
交

通
安
全
出
動
式
出
席

年
度
始
め
県
庁
表
敬
訪
問

安
房
地
区
国
民
年
金
協
議
会
総

会
歓
送
迎
会
出
席

保
健
福
祉
推
進
員
歓
送
迎
会
出

席11
日
（
日
）
消
防
団
幹
部
・
新
入

団
員
訓
練
参
加

12
日
（
月
）
定
例
課
長
補
佐
会
議

開
催第

37
回
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
指
導

者
講
習
会
出
席

13
日
（
火
）
全
国
治
水
砂
防
協
会

千
葉
県
支
部
総
会
・
県
道
路
協
会

総
会
・
県
河
川
協
会
総
会
お
よ
び

合
同
懇
親
会
出
席

14
日
（
水
）
土
木
工
事
関
係
お
よ

び
作
業
車
入
札
執
行

安
房
保
健
所
管
内
鴨
川
食
品
衛

生
協
会
懇
親
会
出
席

15
日
（
木
）
東
関
東
自
動
車
道
館

山
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

出
席

小
湊
旅
館
業
協
同
組
合
懇
親
会

出
席

16
日
（
金
）
房
総
地
域
東
京
湾
口

道
路
建
設
促
進
協
議
会
出
席

日
赤
社
資
募
集
会
議
開
催

県
竹
富
市
町
村
課
長
来
庁

（
社
）
県
建
築
士
会
安
房
支
部

総
会
出
席

鯛
の
町
国
際
化
推
進
協
議
会
総

会
出
席

17
日
（
土
）
第
54
回
全
国
植
樹
祭

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席

18
日
（
日
）
第
54
回
全
国
植
樹
祭

出
席第

19
回
南
房
総
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
表
彰
式
お
よ

び
懇
親
会
出
席

19
日
（
月
）
定
例
課
長
会
議
開
催

作
業
車
入
札
執
行

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
お
よ
び

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
協
議
会

開
催

20
日
（
火
）
郡
町
村
会
出
席

房
日
新
聞
本
社
屋
新
築
移
転
に

伴
う
祝
訪
問

21
日
（
水
）
全
国
治
水
砂
防
協
会

総
会
出
席

知
事
と
安
房
郡
市
町
村
長
と
の

懇
談
会
出
席

22
日
（
木
）
関
東
国
道
協
会
理
事

会
お
よ
び
総
会
出
席

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
表
彰
式
お
よ

び
懇
親
会
出
席

24
日
（
土
）
第
２
回
「
鴨
川
市
・

天
津
小
湊
町
合
併
協
議
会
設
置
準

備
会
」
出
席

25
日
（
日
）
ご
み
ゼ
ロ
運
動
参
加

（
財
）
鴨
川
交
通
安
全
協
会
懇

親
会
出
席

26
日
（
月
）
定
例
係
長
会
議
開
催

町
議
会
全
員
協
議
会
開
催

鴨
川
土
木
事
務
所
長
来
庁

28
日
（
水
）
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
お
よ
び
評
議
員
会
出
席

長
狭
高
定
時
制
教
育
振
興
会
理

事
会
お
よ
び
総
会
出
席

29
日
（
木
）
林
道
南
房
総
線
総
会

出
席安

房
郡
市
農
道
整
備
推
進
協
議

会
総
会
・
安
房
農
林
業
振
興
協
議

会
総
会
お
よ
び
三
会
合
同
懇
親
会

出
席

30
日
（
金
）
県
町
村
会
定
期
総
会

出
席「

鴨
川
警
察
署
管
内
広
域
防
犯

対
策
強
化
日
」
公
共
空
間
犯
罪
対

策
出
動
式
出
席

な
波
の
も
と
、
日
常
業
務
以
外
に

合
併
と
い
う
大
き
な
業
務
が
加
わ

る
。皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
は
私
の
分

身
で
あ
り
、
代
行
者
で
あ
る
。
し

か
し
全
責
任
は
私
に
あ
る
。

一
丸
と
な
っ
て
全
町
民
の
皆
さ

ま
が
『
住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
誰

も
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

大
い
な
る
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
旨
を
述
べ
る
。

自
席
に
戻
り
、
太
平
洋
の
海
原

と
新
緑
を
目
に
し
つ
つ
、
２
期
目

と
い
う
大
き
な
負
託
を
思
う
と
と

も
に
、
50
年
、
１
０
０
年
後
の
天

津
小
湊
新
時
代
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
、
鴨
川
市
・
天
津
小
湊

町
の
合
併
の
具
体
化
に
向
け
、
町

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
広

い
大
い
な
る
理
解
と
協
力
を
賜
る

た
め
の
決
意
を
胸
に
し
た
。

町
長
訓
示
お
よ
び
合
併
担
当
者

辞
令
交
付
式
開
催

千
葉
県
町
村
会
渡
辺
事
務
局
長

来
庁町

長
就
任
歓
迎
会
出
席

５
日
（
月
）
町
自
衛
隊
協
力
会
総

会
お
よ
び
懇
親
会
出
席

６
日
（
火
）
定
例
課
長
会
議
開
催

富
川
清
治
元
助
役
火
葬
参
列

林
道
南
房
総
線
会
計
監
査

５
　
　
月

１
日
（
木
）
２
期
目
初
登
庁

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
だ
い
ぶ

着
な
れ
た
背
広
に
手
を
と
お
す
。

し
か
し
同
じ
背
広
で
も
気
の
せ

い
か
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
ズ
シ

リ
と
重
た
さ
を
感
じ
る
。

カ
バ
ン
を
手
に
し
玄
関
か
ら
外

に
出
る
と
、
前
日
の
雨
天
と
は
�

ガ
ラ
リ
�
と
変
わ
り
陽
光
目
に
し

み
る
暮
春
の
空
で
あ
る
。

歩
い
て
の
出
勤
途
上
、
沿
道
で

の
激
励
の
お
言
葉
や
祝
意
の
拍
手

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
約
15
分
程

で
庁
舎
前
に
着
い
た
。

庁
舎
前
は
、
既
に
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
や
職
員
に
よ
る
大
き
な

拍
手
を
も
っ
て
の
出
迎
え
を
い
た

だ
き
、
歓
迎
の
言
葉
や
祝
意
の
花

束
を
い
た
だ
い
た
。

あ
り
が
た
い
。

直
ち
に
役
場
２
階
会
議
室
で
全

職
員
に
対
し
、
２
期
目
の
訓
辞
を

行
う
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
国
政
、
県
政
、

そ
し
て
社
会
経
済
環
境
の
大
き
な

変
革
の
な
か
で
の
天
津
小
湊
町
新

時
代
の
構
築
に
向
け
て
の
抱
負
を

述
べ
た
。
そ
の
な
か
で
「
平
成
の

大
合
併
と
い
う
か
つ
て
な
い
大
き

600人の協力を得て
840キログラムのご
みを回収しました。
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第
19
回
目
と
な
る
南
房
総
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
が

５
月
10
日
・
11
日
（
予
選
）、
18
日

（
決
勝
）
の
日
程
で
、
内
浦
山
県
民

の
森
文
化
体
育
館
、
小
湊
小
学
校

体
育
館
、
天
津
中
学
校
体
育
館
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

安
房
地
区
か
ら
女
子

20
チ
ー
ム
、
男
子
10
チ

ー
ム
、
君
津
・
木
更

津
・
夷
隅
地
区
か
ら
は

女
子
21
チ
ー
ム
、
男
子

６
チ
ー
ム
、
全
57
チ
ー

ム
（
総
勢
７
９
０
名
）

の
選
手
た
ち
は
「
攻
め

の
気
持
ち
」
を
胸
に
、

３
日
間
の
激
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
成
績
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

●
女
子
の
部
○
優
勝
／

黎
明
ク
ラ
ブ
（
館
山
）

○
準
優
勝
／
東
海
Ｍ
Ｂ

Ｂ
Ｃ
（
大
原
）
○
３

位
／
請
西
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
木

更
津
）
・
外
箕
輪
ミ
ニ

バ
ス
ク
ラ
ブ
（
君
津
）

●
男
子
の
部
○
優
勝
／

清
見
台
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
（
木
更
津
）
○
準
優
勝
／

富
浦
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
（
富
浦
）
・
黎
明
Ｍ
Ｂ
Ｃ

（
館
山
）
・
鴨
川
小
ミ
ニ
バ
ス
（
鴨

川
）

●結果はホームページでも見ることができます→http://akbb.jp/mb-game/

高
円
宮
賜
杯
第
23
回
全
国
学
童

少
年
野
球
大
会
千
葉
県
大
会
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
、

５
月
17
、
18
、
24
日
の
３
日
間
、

青
葉
の
森
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
野
球

場
他
２
球
場
で
開
か
れ
、
県
内
各

地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
16
チ
ー
ム
に

よ
り
激
戦
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
区
予
選
、
安
房
予
選
を
圧
倒

的
な
強
さ
で
勝
ち
上
が
り
、
安
房

代
表
と
し
て
出
場
し
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
キ
ラ
ー
ズ
（
栗
本
昭
部
長
）

は
、
惜
し
く
も
ベ
ス
ト
８
で
涙
を

呑
み
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
。

●
安
房
予
選
○
一
回
戦
／
対
豊
房

シ
ー
ガ
ル
　
22
―
０
勝
　
○
決
勝

戦
／
対
白
浜
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
ス
５

―
０
勝

●
県
大
会
○
一
回
戦
／
対
千
代
田

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
３
―
２
勝
　
○
二

回
戦
／
大
久
保
フ
ロ
ッ
グ
ス
４
―

６
敗

５
月
11
日
（
日
）、
県
消
防
協
会

安
房
支
部
主
催
の
消
防
団
幹
部
・

新
入
団
員
訓
練
を
、
鴨
川
市
を
会

場
に
本
町
と
鴨
川
市
の
消
防
団
員

２
５
０
人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
活
動
に

必
要
な
規
律
を
身
に
つ
け
、
体
力
、

気
力
の
鍛
錬
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
鴨
川
消
防
署
職
員
の
指
導
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
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５
月
１
日
二
夕
間
地
区
の
借
上

げ
水
田
で
、
天
津
小
学
校
５
年
生

38
名
が
、
深
井
文
雄
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
も
ち
米
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。

足
を
泥
に
と
ら
れ
た
り
、
植
え

た
つ
も
り
の
苗
が
浮
き
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
り
と
初
め
て
の
体
験
で

し
た
が
、
講
師
の
深
井
さ
ん
の
丁

寧
な
指
導
に
よ
り
２
時
間
あ
ま
り

で
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
日
の
同
じ
時
間
に

小
湊
小
学
校
で
も
、
森
誠
治
さ
ん

の
指
導
の
も
と
田
植
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
湊
小
学
校
は
、
５
・

６
年
生
42
名
が
参
加
。
昨
年
経
験

し
て
い
る
６
年
生
が
手
本
を
示
し

な
が
ら
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
植
え

て
い
ま
し
た
。

両
校
の
児
童
か
ら
は
、
早
く
も

収
穫
を
楽
し
み
に
す
る
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

今
後
、
稲
の
様
子
を
観
察
し
な

が
ら
、
社
会
科
学
習
や
新
設
さ
れ

た
「
総
合
的
学
習
の
時
間
」
を
活

か
し
た
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

５
月
10
日
（
土
）
に
開
か
れ
た
、

第
５
回
大
原
町
小
学
生
剣
道
大
会

「
団
体
の
部
」
で
、
天
少
剣
（
天
津

小
湊
剣
道
教
室
）
が
、
１
月
の
鋸

南
の
大
会
に
続
き
、
連
続
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
６
年
生

男
女
混
合
個
人
の
部
」
で
は
、
吉

田
昌
弘
選
手
が
準
優
勝
、
丸
山
真

由
選
手
が
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

●
団
体
戦
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お

り○
植
田
宏
選
手
（
４
年
）
・
三
浦

健
太
選
手
（
６
年
）
・
三
浦
茜
選

手
（
６
年
）
・
丸
山
真
由
選
手

（
６
年
）
・
吉
田
昌
弘
選
手
（
６

年
）
・
�
岡
功
太
郎
選
手
（
６

年
）
・
西
川
昌
興
先
生
（
監
督
）

５月２２日（木）、体育協会（寺尾忠行体協会

長）主催の第２８回大会が、勝浦東急ゴルフコー

スにて開かれました。この日のために腕を磨いた

５１名のみなさんは、五月晴れのすばらしい天候

の中、日ごろの忙しさを忘れ、和気あいあいと一

日をすごしました。

終了後配布される参加賞の卵は大会の目玉
・ ・

とな

っており、家族の人にも喜ばれているようです。

●上位入賞者

優勝／谷岡弘規さん　準優勝／友実敬一さん

３位／森井義己さん

●
高
齢
者
学
級

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
の
場
で
あ
る
、
高
齢
者
学
級

が
５
月
20
日
（
火
）
に
開
講
し
ま

し
た
。

第
１
回
目
は
、「
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
介
護
保
険

の
現
状
、
申
請
の
流
れ
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

学
級
生
は
講
師
の
説
明
に
対
し

積
極
的
に
質
問
を
し
、
介
護
保
険

制
度
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

●
わ
ん
ぱ
く
教
室

小
学
校
４
・
５
・
６
年
生
の
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
未
加
入
者
を
対

象
に
し
た
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
開

校
式
が
５
月
24
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

木
更
津
市
立
東
清
公
民
館
職
員

の
山
下
要
一
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
手
遊
び
・
な
ぞ
な
ぞ
・
グ
ル

ー
プ
対
抗
ゲ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、

友
達
と
よ
り
親
交
が
深
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

31
人
の
受
講
生
は
、
こ
れ
か
ら

来
年
３
月
ま
で
、
萬
祝
染
め
や
キ

ャ
ン
プ
な
ど
、
様
々
な
体
験
に
挑

戦
し
ま
す
。
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旧盆の恒例行事となりました、町民
ソフトボール大会を次のとおり行いま
す。出場資格は１チーム（９人）のメ
ンバーの合計年齢が３００歳以上。地
域・職場・仲間同士でチームを組んで、
ぜひご参加ください。
●日にち／８月１４日（木）
●場所／天津小・中学校校庭
●参加費／無料
●締切／７月２５日（金）午後５時ま
で（ただし先着１６チームで締切）
※チームの代表者会議および組合せ抽
選会を８月４日（月）午後７時から、
役場２階会議室で予定しています。
●申込み・問合せ／町保健環境課

�９４－０５１１

情報
コーナー

第２２回
町民ソフトボール大会
参加チーム募集

県立障害者高等技術専門校では入校
希望者の身体・知的障害の人を対象に
下記日程で体験入学を実施します。
●体験日／７月３１日（木）または８
月１日（金）・午前９時～午後３時
●申込み／７月１５日（火）まで
●受講科目
○身体障害者を対象とした科／ＯＡ事
務科・製版科・電子機器科・洋裁科・
建築設計科

障害を持つ方へ
一日体験入学

してみませんか？

○知的障害者を対象とした科／縫製実
務科・木工実務科
※第一希望・第二希望科名を記入して
ください。
●定員／各科２０名程度
●受講料／無料
●申込み方法／往復ハガキに第一希望、
第二希望の受講科名・住所・氏名・生
年月日・電話番号を記入。７月１５日
（火）必着。申込者多数の場合は抽選と
なります。
●問合せ・申し込み先／
〒２６６－００１４
千葉市緑区大金沢町４７０番地
千葉県立障害者高等技術専門校

�０４３（２９１）７７４４

�０４３（２９１）７７４５
URL
http://www4.ocn.ne.jp/̃shogisen/

県信用保証協会は、中小企業の皆さ

んが金融機関から事業の安定や振興の

ために必要とされる資金を借入する際、

公的な立場から保証する公共的機関で

す。

●保証付融資を利用いただける企業／

県内に事業所を有し、同一事業を１年

以上営む人

●保証限度額／一般保証2億8000万円

（うち8000万は無担保扱い）・特別小

口（無担保無保証人）保証1250万円

●負担いただく信用保証料

○100万円超／有担保年１．２５％以

内／無担保年１．３５％以内

●問合せ／県信用保証協会

�０４３（２４７）０７１６

保証付融資で
企業の繁栄を

安房郡市広域市町村圏事務組合では、

来年４月採用予定の職員を募集します。

●募集職種／消防職（５名）

●受験資格

○昭和５３年４月２日～昭和６１年４

月１日までに生まれた者

○学歴は問わない

○視力／矯正視力１．０以上

○聴力、言語および運動機能／消防職

務遂行上支障がないこと

●受付期間／７月２８日（月）～８月

１２日（火）※案内書は、安房郡市消

防本部または市町村で交付。

●試験日・内容

○１次試験／９月２１日（日）・択一

式一般教養と作文（高校卒程度）

○２次試験／１１月上旬予定・面接

（口述）、体力検査

●採用後の待遇

○給料／安房郡市広域市町村圏事務組

合の規定により支給

○勤務時間／隔日の一昼夜交替勤務で

週４０時間の勤務割合（一部の部所を

除く）

○休暇／年次休暇や特別休暇など

●問合せ

○安房郡市消防本部　総務課

�０４７０（２２）２９０２

○安房郡市広域市町村圏事務組合

�０４７０（２２）５６３３

安房郡市広域市町村圏
事務組合から職員募集
のおしらせ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
開
き
き
り
た
る
午
後

の
風
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
富
美

落
つ
る
音
重
ね
て
今
朝
の
八
重
椿

吉
野
　
照
子

遥
か
な
る
灯
台
点
る
五
月
闇斉

藤
い
し
子

梨
畑
万
朶
ま
ん
だ

の
花
に
小
屋
溺
れ渡

辺
　
澄
子

雪
洞
ぼ
ん
ぼ
り

を
軒
に
吊
し
て
新
茶
売
る

小
谷
　
敏
子

雨
の
音
静
か
に
暮
れ
る
青
葉
木
菟
ず

く

三
浦
　
秋
子

現
世
う
つ
し
よ

の
花
の
瀧
見
る
三
春
郷

み
は
る
き
ょ
う斉

藤
　
　
博

雲
ほ
ぐ
れ
心
ほ
ぐ
れ
て
夏
に
入
る

久
野
八
重
子

百
選
の
棚
田
に
浴
び
る
初
夏
の
風

中
野
　
ミ
ヨ

老
鴬
の
四
方
よ

も

へ
響
け
る
山
の
寺

北
浦
　
テ
ル

磯
の
口
開
け
て
日
和
の
続
き
を
り

西
川
ま
さ
子

機
嫌
よ
き
風
を
集
め
て
鯉
幟
こ
い
の
ぼ
り石

井
き
よ
子
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一
隻
も
無
き
晩
春
の
海
昏く
ら

し原
　
　
栄
子

追
憶
の
耳
朶
ぐ

だ

に
ま
つ
わ
る
遠
蛙
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このボランティア講座は、知的障害

者の方への理解やボランティアの人材

育成を目的としています。

●日時／７月２６日（土）

午前９時～午後５時

●場所／ふる里学舎・和田浦

●目的／ボランティア育成

●内容

○午前～講演「障害者福祉の概要」

○午後～体験学習「クラブ活動」

●定員／２０名

●参加費／無料

●申込み・問合せ／ふる里学舎・和田

浦

�０４７０（４０）７２２７

ボランティア講座のおしらせ

学校の先生や地域の大人・子どもが

みんなであつまって、学校中にインタ

ーネットの線を這わせよう！というイ

ベントです。あなたも参加してみませ

んか？

学校と地域の見えない垣根を取り払

い、地域の皆さんが気軽に行きやすい

学校（開かれた学校）を目指します。

ぜひ参加してみたい、興味がある人は

町企画観光課またはホームページま

で。

●日にち／７月６日（日）

●場所／小湊中学校校舎内

●問合せ／町企画観光課

�９４－０５１１

http://akbb.jp

ネットディ in あまつこみなと
～未来へつなぐネットワーク～

連
載
第
13
回
目

夏バテにご注意！
●食事のポイント

疲労回復に役立つ『ビタミンＢ群』、ストレスに強くなる

『ビタミンＣ』をしっかり摂ろう！
ビタミンＢ群の多い食べ物

ビタミンＣの多い食べ物

野菜　　　　　　　　　果物　　　　　　芋

夏の節電にご協力を！

エアコンは、一般家庭での消費電

力量の多い電気器具ですが、つけっ

ぱなしになりがちです。

次の点に注意しましょう。

・冷房の設定温度は２８℃を目安に！

・不必要なつけっぱなしはやめましょう

・フィルターを月に１～２回掃除しま

しょう

・窓にカーテンやブラインドをつけて、

熱の侵入を防ぎましょう

・扇風機の併用で部屋全体にエアコン

の風を行き渡らせましょう

冷蔵庫は低温度を保つため、一日

中電気を消費していますが、使い

方・置き方次第で、大きな節電効果

があります。

・ものを詰め込みすぎないように整理

整頓に気をつけましょう

・庫内は季節にあわせて温度調整を

・壁からは適当な間隔をあけて設置

・扉は開閉回数を少なくしましょう

・熱いものは冷ましてから入れましょ

う

エアコン 冷 蔵 庫

大豆

卵
牛乳

肉胚芽ごはん

全粒粉パン 魚
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5月の予定  

 7月の予定  7月の予定  

月　　日 受付時間・摘要 予防接種 場　　所 

午前１０時～ 
　　午後３時 
午前１０時～ 
　　午後３時 

午後１時３０分 
　　　 ～４時 

地域福祉センター 

鴨川市役所   

役場住民相談室 

 ７月１７日（木） 

月　　日 受付時間・摘要 無料相談 

心配ごと相談 

受付・午前は１１時、 
午後は２時まで 年 金 相 談  

 ７月  ３日（木） 

 ７月１８日（金） 

 ７月１８日（金） 行 政 相 談  

場　　所 

午後０時３０分 
　　　～１時 

町コミュニティセンター 

健康管理センター 

町コミュニティセンター 

健康管理センター 

７月１４日（月） 

７月１５日（火） 

判定および 
ＢＣＧ 

ツベルクリン 
反応検査 

 ７月１６日（水） 

 ７月１７日（木） 

平成１４年１２月
３１日以前に生
まれた乳幼児 

月　　日 受付時間・摘要 乳幼児健診 場　　所 

午後０時３０分 
　～０時４５分 

午後０時４５分 
　　　～１時 

健康管理センター 

７月  １日（火） 

７月  ２日（水） 

７月  ７日（月） 

７月  ３日（木） 

乳児健診 

１歳６ヶ月健診 

２歳児歯科健診 

３歳児健診 

平成１４年１２月１日
～１５年２月２８日に
生まれた乳児 
平成１３年１０月１日
～１２月３１日に生ま
幼児 
平成１３年４月１日
～６月３０日に生ま
れた幼児 
平成１１年１０月１日
～１２月３１日に生ま
れた幼児 

7月31日（木）まで 
※納期を過ぎると延滞金がかかる場
合があります。 
※口座振替の人は、預金残高の確認
をお願いします。 

 ●日時　８月１０日（日） 
 ●場所　小湊駅前駐車場 
 ●内容　出店・花火・灯ろう流し 
　など 
 

今年もやるよ！
第２
回第２
回
第２
回

今年の海水浴場（二タ間・城崎・内浦）の開設期間は、

７月１９日（土）から８月２４日（日）まで。
●楽しい海水浴のために

水難事故発生の場合は、鴨川警察署に連絡願います。
�（９２）０１１０

・時間は午前９時～午後４時
・ブイの内側で泳ぎましょう
・赤旗は遊泳禁止です
・おぼれたマネはやめましょう

・シュノーケリングは禁止です
・監視員の指示に従いましょう
・ごみは必ず持ち帰りましょう
（特に夜の花火遊びのあと）

海海海海びびびびららららききききはははは今今今今月月月月11119999日日日日

夏期は、観光客や帰省客の増加にともない、ごみの量もた

いへん多くなります。

そこで７月２２日（火）～８月２２日（金）
まで従来の収集開始時刻を１時間早め、

午前７時３０分から収集を始めます。
ごみは決められた日の朝、最寄りの収集場所に出しましょ

う。

また生ごみなどはよく水を切り、ビン・カンなどの不燃物

との区別をお願いします。

夏期のごみ収集は
午前7時30分から

平成１５年度各地区健康相談予定表

７月１８日（金）
７月２３日（水）
７月２９日（火）
７月３０日（水）
７月３１日（木）
８月　1日（金）

午前９時３０分～１１時３０分
奥谷青年館
谷町コミュニティセンター

四方木青年館

小湊コミュニティセンター

午後１時～３時
浜荻西青年館

小湊青年館
住吉実豊の館
橋本青年館


